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最
近
路
上
で
見
つ
け
た
自

動
販
売
機
が
気
に
な
っ
て
い

る
。
売
ら
れ
て
い
る
の
は
昆

虫
食
で
あ
る
▼
幼
い
頃
か
ら

昆
虫
は
大
の
苦
手
で
、
今
で

も
見
る
こ
と
す
ら
苦
痛
で
あ

る
。
食
べ
る
な
ん
て
考
え
た

だ
け
で
も
ぞ
っ
と
す
る
▼
し

か
し
な
が
ら
昆
虫
食
は
将
来

予
想
さ
れ
る
食
糧
危
機
を
救

う
救
世
主
ら
し
い
。昆
虫
は
、

高
タ
ン
パ
ク
低
カ
ロ
リ
ー
の

ヘ
ル
シ
ー
食
で
、
牛
や
豚
と

比
較
し
て
、
飼
育
の
際
、
広

大
な
土
地
も
施
設
も
不
要
、

水
や
飼
料
も
少
な
く
て
済

み
、
し
か
も
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
も
少
な
い
な
ど
環

境
に
優
し
い
。
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
か
な
う
も
の
と
評
価

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
▼
確
か

に
、
近
年
、
世
界
的
規
模
の

食
糧
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
事
実
だ
。
食
肉
不

足
を
補
う
べ
く
代
替
肉
や
培

養
肉
と
い
っ
た
話
題
も
耳
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
用

と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
昆

虫
は
、
味
や
香
り
の
良
さ
か

ら
コ
オ
ロ
ギ
だ
と
か
。
見
た

目
の
イ
ン
パ
ク
ト
か
ら
敬
遠

さ
れ
な
い
よ
う
、
粉
末
に
加

工
し
て
普
通
の
お
菓
子
に
見

え
る
食
品
も
既
に
販
売
さ
れ

て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
「
コ

オ
ロ
ギ
特
有
の
」
香
り
や
ほ

の
か
な
苦
み
が
感
じ
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
▼
と
は
い

え
、
ど
の
よ
う
な
形
状
だ
ろ

う
と
も
、
た
と
え
他
に
食
べ

ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
が
な
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り

私
に
は
無
理
そ
う
だ
。
皆
様

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
土
居　

久
子
）

２
０
２
３
年
度
第
２
回
関
弁
連
地
区
別
懇
談
会

　
　

日　

時
：
２
０
２
４
年
１
月
23
日
（
火
）
13
：
00
〜
17
：
00
（
懇
談
会
）

17
：
30
〜　
　
　
（
懇
親
会
）

　
　

会　

場
：
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

※
開
催
方
法
は
現
地
開
催
の
み
、
人
数
制
限
な
し
の
予
定

２０２３年度執行部

　本年度も半年が過ぎようとしている（執筆時）。年度初めに、
私は、「弁護士は社会のために。弁護士会は会員と社会のた
めに。」とのスローガンを掲げ、人々が安らかに生活するた
めの社会基盤（インフラ）として活躍すべき主役は、弁護士
会ではなくプロフェッションである個々の弁護士であること
を強調し、弁護士会は、弁護士が各々の又は組織的な活動を

通じて誇りを持って元気に責任を果たし
ていけるように、弁護士を大いに支える
ことをお約束した。これまで、頼りにな
る副会長らと一緒に、いろいろなことを
模索してきたが、これからの半年間が勝
負だ（執筆時）。それぞれの副会長から、
今年度執行部の施策の一端を紹介させて
いただく。 （会長　島崎　友樹）

　本年度は、ＩＴ関係の見直しにも力を入れて
いる。具体的には、当会事務局が利用している
基幹業務システムの刷新検討や、会員サイトで
の委員会出欠確認システムの構築、市民向け会
員向けページの整理の検討などである。基幹
業務システムは平成 18 年導入とかなり古く、事務局による
手入力が必要なものも多いなど、効率化の観点で刷新は急務
である。もっとも、システム刷新は大がかりなものであり、
他会の状況も参考にしつつ事務局とともに慎重に検討してい
る。委員会出欠確認システムは、ｗｅｂでの委員会開催が増
えてきたことへの対応として進めている。当会のウェブサイ
トは、市民向け会員向けのいずれも継ぎ足しの連続で複雑化
しているため、シンプルに分かりやすく整理をしたいと思っ
ている。 （副会長　橋本　訓幸）

　当会では、会員間の会務負担の公平化の観点から、公益活
動・委員会活動をポイント化しており、年間１２ポイントに
達しなかったときは、当該会員に対しその不足の程度に応じ
た公益活動・委員会活動等負担金（分担金）の納付を求めて
いる。本年度、公益活動・委員会活動等推進委員会において、

会員間の負担の公平化という趣旨にのっとっ
た負担金会費収入の使途を検討している。
　例えば、負担金会費収入を財源とした委員
会旅費の支給の上限額の増額、各委員会に一
律１０万円の活動費の支給などを検討してい
る。その他アイデアがありましたら、是非執
行部（熊澤）までご意見をお寄せください！

（副会長　熊澤　美香）

　弁護士業務妨害対策委員会を中心に、当会弁護
士業務妨害対策マニュアルの改訂作業に着手して
いる。坂本弁護士一家殺害事件から34年が経つが、
弁護士に対する業務妨害への対策の重要性は少し
も減少していない上、弁護士業務の多様化に対応
して業務妨害の有様も変容してきている。ＳＮＳ等のネット
メディアを通じた業務妨害への対策のほか、男女共同参画推
進本部と連携し女性弁護士に対する業務妨害対策についても
検討しており、充実したものにする予定である！
　また、本年も理事者とかながわ若手弁護士の会との懇談会
が行われ、法テラスの報酬基準が低額であることを問題視し
ているといった切実な意見のほか、会員サイトが使いづらい、
常議員会の重要性が若手会員に周
知されていないといった意見等、
重要な意見が多く出された。これ
ら若手の意見について真 に検討
しているところである！

（副会長　田中　恒司）

　袴田事件の再審開始決定がされたことは記憶に新し
いところである。日弁連は、証拠開示の規定の創設と、
検察官による不服申立ての制限を骨子とした再審法改
正運動に取り組んでいる。冤罪防止は、弁護士の使命で
あり、当会も同様の取り組みをしている。
　５月12日には、国会議員会館にて神奈川県選出の国
会議員に対し、再審法改正の要請をし、多くの議員の
方々から賛同のメッセージを頂いた。立法化のために
は、地方を含めた国民的ムーブメントが必要である！
　そこで、県及び県内自治体の議会で再審法改正の意
見書の採択を目指す！
　また、各自治体首長から賛同のメッセージを頂くべく、自
治体訪問をする予定である！ （副会長　伊藤　武洋）

　皆さん、以前と比べて、弁護士を採用しに
くくなっていませんか？
　実は当会でも登録変更は別として、新規登
録弁護士の一斉登録は減少傾向にある。
　昨年 3月、日弁連は「法曹人口政策に関する当面の対処
方針」として司法試験合格者は1500人程度から減員をする状
況にはなく、むしろ、法曹の質の維持・向上に務めるべきで
あると提言した。これにより、法曹人口として何人が適正かと
いう議論には終止符が打たれ、今はいかに優れた人材を法曹
界に呼び込むかという点にフェーズが移っている。これは、
「法曹志願者増に向けた取組み」と名付けられ、法務省、最
高裁、検察庁といった法曹関係者の共通の課題になっている。

　次の世代を担う弁護士の育成は、弁護
士会の使命である。法曹養成委員会では、
これから法曹を目指してもらう若者に向
けて、弁護士活動の多様性をアピールす
べく「神奈川県弁護士会８人のチャレン
ジ！」というパンフレットを作成してい
る。来たれ若人、神奈川県弁護士会へ！
 （副会長　常磐　重雄）

ご紹介ご紹介！！
弁護士を支える弁護士を支える 施策の一端の施策の一端の

は
っ
し
ー

か
い
ち
ょ
ー

こ
お
し

く
ま
ち
ゃ
ん

ひ
っ
と
ー

た
け
ひ
ろ
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非常時の中の陪審裁判

『
戦
争
で
は
な
く

『
戦
争
で
は
な
く

 

平
和
の
準
備
を
』

平
和
の
準
備
を
』

憲
法
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

司法から見た神奈川の150年 第26回

創
立
1
5
0
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

間
部　

俊
明

　
「
非
常
時
」
と
い
う
言
葉

が
広
ま
っ
た
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
３
月
10
日
、

横
浜
地
方
裁
判
所
で
は
、
殺

人
未
遂
被
告
陪
審
裁
判
の
判

決
言
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
横

浜
市
中
区
新
川
町
の
ミ
シ
ン

裁
縫
業
の
被
告
人
（
当
時
42

歳
）
が
妻
（
当
時
32
歳
）
を
、

殺
意
を
も
っ
て
薪
割
り
用
の

な
た
で
切
り
つ
け
、
全
治
２

週
間
の
傷
を
負
わ
せ
た
と
い

う
事
件
で
あ
る
。

　

事
件
の
２
年
前
よ
り
、
ペ

ン
キ
職
人
（
当
時
32
歳
）
が

同
居
し
て
以
来
、
妻
と
ペ
ン

キ
職
人
の
間
が
怪
し
く
な

り
、
家
庭
に
風
波
が
絶
え
な

か
っ
た
折
、１
９
３
２
年（
昭

和
７
年
）
９
月
28
日
夜
、
被

告
人
が
妻
と
職
人
が
同
衾
し

て
い
る
の
を
発
見
し
て
乱
闘

と
な
り
、
被
告
人
が
職
人
か

ら
乱
暴
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、10
月
６
日
午
前
２
時
頃
、

被
告
人
は
、
殺
意
を
生
じ
、

２
畳
間
に
寝
て
い
た
妻
に
薪

割
り
用
の
な
た
で
切
り
つ

け
、
全
治
２
週
間
の
傷
を
負

わ
せ
た
と
い
う
の
が
検
察
官

の
論
告
で
あ
る
。
こ
の
事
件

の
弁
護
人
三
浦
寅
之
助
は
、

被
告
人
共
々
殺
意
を
争
っ
た
。

　

同
年
３
月
10
日
の
東
京
朝

日
新
聞
神
奈
川
付
録
は
、
ト

ッ
プ
記
事
と
し
て「
け
ふ
ぞ
、

陸
軍
記
念
日
―
早
暁
、
県
下

一
斉
に
国
難
打
開
の
祈
願
祭

―
皇
軍
兵
士
の
労
苦
を
し
の

ぶ
―
意
義
深
き
催
し
物
！
」

の
見
出
し
を
掲
げ
て
大
き
な

記
事
を
書
く
が
、
３
月
９
日

に
開
か
れ
た
１
回
目
の
「
殺

人
未
遂
の
陪
審
公
判
」
に
つ

い
て
も
「
亭
主
を
に
ら
め
つ

け
て
太
太
し
い
供
述
ぶ
り
」

と
見
出
し
を
付
け
て
詳
し
く

書
い
て
い
る
。「
傍
聴
席
に

は
日
本
橋
の
ね
え
さ
ん
連
の

顔
も
混
じ
り
ほ
ぼ
満
員
。
松

坂
検
事
正
も
午
後
か
ら
熱
心

に
傍
聴
す
る
姿
が
人
目
を
引

い
た
」。

　

被
告
人
は
、「
か
く
（
妻
）

の
不
品
行
を
反
省
さ
せ
る
た

め
、
な
た
の
峰
で
打
ち
の
め

し
た
が
、
血
が
流
れ
散
っ
た

の
で
と
ん
だ
こ
と
を
し
で
か

し
た
、
こ
の
上
は
世
間
に
顔

向
け
が
で
き
な
い
か
ら
い
っ

そ
死
ん
で
し
ま
お
う
と
投
身

し
た
が
海
が
浅
く
て
助
か
り

ま
し
た
」
と
事
情
を
述
べ
、

予
審
廷
の
取
調
べ
で
な
ぜ
殺

意
を
認
め
た
の
か
と
突
っ
込

ま
れ
て
「
唯
頭
が
ぼ
ん
や
り

し
て
い
た
の
で
何
で
も
ハ
イ

ハ
イ
と
答
え
た
の
み
で
す
」

と
否
認
を
続
け
た
。
証
人
調

べ
に
入
り
、末
の
子
（
３
歳
）

を
背
負
っ
た
妻
が
証
人
に
立

ち
、
ペ
ン
キ
職
人
と
の
関
係

を
全
部
認
め
、
夫
に
働
き
の

な
い
こ
と
等
を
勝
気
な
様
子

で
被
告
人
に
不
利
な
証
言
を

し
た
。
次
い
で
ペ
ン
キ
職
人

等
の
証
人
調
べ
が
あ
っ
た
。

　

３
月
11
日
の
横
浜
貿
易
新

報
は
、
３
月
10
日
午
前
10
時

か
ら
始
ま
っ
た
２
回
目
の
公

判
を
詳
し
く
伝
え
た
。
警
察

官
他
３
名
の
証
人
尋
問
が
あ

り
、
坂
巻
検
事
の
論
告
と
三

浦
弁
護
士
の
弁
論
が
あ
り
、

佐
藤
裁
判
長
が
、説
示
の
後
、

陪
審
員
に
対
し
問
書
を
手
交

し
た
。
陪
審
員
は
、
別
室
で

評
議
の
結
果
、
殺
人
未
遂
な

り
や
の
主
問
に
対
し
て
「
然

ら
ず
」、
傷
害
な
り
や
の
補

問
に
対
し「
然
り
」と
答
申
。

裁
判
長
は
こ
れ
を
採
択
し
た

の
で
、
検
事
は
、
執
行
猶
予

付
懲
役
１
年
を
求
刑
。
三
浦

弁
護
士
の
２
度
目
の
弁
論
の

後
、
裁
判
長
は
、
即
決
で
、

懲
役
８
か
月
執
行
猶
予
２
年

を
言
い
渡
し
た
。「
被
告
は

こ
の
寛
大
な
処
置
に
う
れ
し

泣
き
に
泣
き
、
午
後
５
時
閉

廷
と
な
っ
た
。
被
告
人
は
、

夕
刻
釈
放
さ
れ
た
」。　

　

戦
争
に
向
か
っ
て
国
全
体

が
動
く
中
で
、
横
浜
地
裁
の

陪
審
裁
判
は
機
能
し
て
い

た
。
や
が
て
こ
の
こ
と
が
検

事
総
長
に
よ
る
横
浜
地
裁
で

の
陪
審
裁
判
批
判
に
つ
な
が

る
。

　

９
月
15
日
当
会
会
館
に

て
、
沖
縄
県
平
和
委
員
会
事

務
局
長
の
大
久
保
康
裕
氏
に

よ
る
報
告
「
南
西
諸
島
の
自

衛
隊
増
強
と
米
軍
と
の
一
体

化
の
実
態
に
つ
い
て
」、
学

習
院
大
学
の
青
井
未
帆
教
授

に
よ
る
講
演
「
戦
争
で
は
な

く
平
和
の
準
備
を
」
が
開
催

さ
れ
た
。今
回
の
講
演
会
は
、

本
年
７
月
の
長
谷
部
恭
男
早

稲
田
大
学
教
授
の
講
演
の
続

編
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
一

部
に
な
る
が
、
概
要
を
レ
ポ

ー
ト
す
る
。

　

大
久
保
氏
は
、
直
近
の
日

米
軍
事
一
体
化
の
拠
り
所
は

〝
中
国
に
よ
る
現
状
変
更
、

海
洋
進
出
〞
で
あ
り
、
米
国

の
基
本
姿
勢
は
「
中
国
領
域

に
踏
み
込
ま
ず
に
沿
岸
で
封

じ
込
め
つ
つ
、
同
盟
国
に
戦

力
を
肩
代
わ
り
さ
せ
、
米
本

土
は
無
傷
に
す
る
と
い
う
も

の
」と
述
べ
た
。そ
の
上
で
、

南
西
諸
島
に
お
け
る
自
衛
隊

と
米
軍
の
一
体
化
の
現
状
、

戦争は絶対に起こしてはならないと警鐘を鳴らす青井教授

を
鳴
ら
し
た
。

　

教
授
は
、「
安
保
３
文
書

は
『
国
益
を
、
軍
事
力
を
背

景
に
確
保
す
る
』
こ
と
を
前

面
に
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
変

化
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
こ

の
変
化
は
、
政
府
の
憲
法
解

釈
論
が
妥
当
性
を
確
保
し
得

て
い
な
い
以
上
、
内
閣
の
総

合
的
判
断
で
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の

上
で
、我
が
国
の
法
制
度
は
、

憲
法
９
条
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
米
国
次
第
で
判
断
さ

れ
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
の
問
題
意
識
を
訴
え

た
。

　

最
後
に
教
授
は
、「
戦
争

は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら

ず
、
も
し
市
民
の
中
に
憲
法

を
嗤
う
よ
う
な
空
気
が
で
き

て
い
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
や

立
憲
主
義
に
と
っ
て
最
大
の

危
機
で
あ
る
」
と
強
く
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

　

今
後
は
憲
法
論
が
消
え
、

〝
憲
法
を
嗤
う
空
気
〞
が
流

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
独
立
を
旨
と

し
て
人
権
擁
護
と
社
会
正
義

実
現
を
掲
げ
る
弁
護
士
、
弁

護
士
会
の
役
割
は
一
層
重
要

性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。（会

員　

中
尾　

繁
行
）

米
軍
が
監
視
能
力
を
支
配
し

て
い
る
た
め
「
統
合
防
空
ミ

サ
イ
ル
防
衛
」
で
日
本
は
独

自
の
指
揮
が
執
れ
な
い
と
の

問
題
、
繰
り
返
さ
れ
る
自
衛

隊
機
に
よ
る
米
爆
撃
機
の
護

衛
訓
練
の
状
況
な
ど
を
報
告

し
た
。

　

青
井
教
授
は
、「
政
府
は

〝
憲
法
論
は
も
は
や
解
決
済

み
〞
と
の
姿
勢
で
あ
る
」
旨

を
指
摘
し
、「
今
後
は
、
安

保
３
文
書
の
『
戦
略
』
の
執

行
段
階
と
な
る
の
で
、
憲
法

論
が
消
え
、
文
化
の
レ
ベ
ル

で
変
化
が
起
き
る
」
と
警
鐘

ＡＤＲ法の改正！！

目
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
法

に
定
め
る
認
証
紛
争
解
決
手

続
に
お
い
て
成
立
し
た
和
解

で
、
当
該
和
解
に
基
づ
い
て

民
事
執
行
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
た
も

の
（
＝
特
定
和
解
）
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
の
執
行
決
定

を
得
た
上
で
、
強
制
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　

４
月
21
日
、
仲
裁
法
や
裁

判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
法
）
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
成
立
し
た
（
同

月
28
日
に
公
布
）。
改
正
に

至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て

は
、
法
務
省
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

今
回
の
改
正
で
大
き
く
注

る
と
い
う
点
で
あ
る
（
た
だ

し
、
一
部
の
紛
争
類
型
に
関

し
て
は
適
用
が
除
外
さ
れ

る
。）。

　

改
正
前
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
に

基
づ
く
法
務
大
臣
の
認
証
を

受
け
た
民
間
の
紛
争
解
決
機

関
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
和
解

に
強
制
力
は
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
裁

判
所
の
民
事
調

停
に
比
べ
て
、

和
解
内
容
の
実

効
性
に
疑
問
を

持
つ
方
も
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　

あ
っ
せ
ん
人

と
し
て
は
、
成

立
し
た
和
解
内

容
の
不
履
行
が

生
じ
な
い
よ

う
、
和
解
成
立

時
に
金
銭
授
受
を
行
う
な
ど

工
夫
を
し
て
い
た
が
、
今
後

は
一
定
の
条
件
の
下
、
そ
の

手
の
心
配
を
す
る
必
要
が
な

く
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

強
制
執
行
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
裁
判
所
の
関
与
を
要

す
る
も
の
の
、
一
定
の
民
間

紛
争
解
決
機
関
に
お
け
る
和

解
に
強
制
力
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
は
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

リ
モ
ー
ト
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
始

め
、
紛
争
解
決
を
目
指
す
当

事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
紛

争
解
決
手
段
を
更
に
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、

是
非
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

検
討
さ
れ
た
い
。

（
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会　

委
員
長　

廣
瀬　

和
之
）
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「
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
今
思
い
返

し
て
も
そ
う
す
る
し
か
無
か
っ
た
ん

で
す
。」

　

90
歳
を
超
え
た
母
親
を
殺
害
し

た
息
子
が
裁
判
所
で
語
っ
た
言

葉
、
私
が
報
道
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
初
め
て
傍
聴
し
た
裁
判
で

耳
に
し
た
言
葉
だ
。
「
50
―
80
問

題
」
、
「
老
々
介
護
」
な
ど
と
呼

ば
れ
、
解
決
が
難
し
い
社
会
問
題

の
一
つ
だ
が
、
苦
労
の
末
に
重
大

犯
罪
の
結
果
を
招
く
ケ
ー
ス
が
い

く
つ
も
あ
る
。神
奈
川
県
内
で
も
、

高
齢
の
妻
を
殺
害
し
た
夫
の
裁
判

が
今
年
行
わ
れ
、
記
事
を
書
く
た

め
に
傍
聴
し
た
。
「
老
々
介
護
問
題

の
解
決
が
必
要
」
と
い
う
言
葉
を
テ

レ
ビ
・
新
聞
は
何
年
も
使
っ
て
き
た

が
、
別
の
事
件
が
発
生
す
る
と
ニ
ュ

　

筆
頭
副
会
長
は
、
他
の
弁

護
士
会
と
の
外
交
窓
口
業
務

も
担
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

執
行
部
と
し
て
参
加
す
る
必

要
の
あ
る
年
間
行
事
を
紹
介

し
た
い
。

６
月　

 

十
県
会　

定
時
懇
談

会　

新
潟

　
　
　

 

日
弁
連　

通
常
総
会

大
阪

７
月　

 

関
弁
連　

地
区
別
懇

談
会　

静
岡

　
　
　

 

民
事
介
入
暴
力
対
策

富
山
大
会
（
太
閤
山

Ｃ
Ｃ
）

８
月　

 

十
県
会　

正
副
委
員

長
会
議
及
び
夏
期
研

修
会　

千
葉
（
袖
ヶ

浦
Ｃ
Ｃ
）

９
月　

 

関
弁
連　

定
期
大
会

埼
玉（
霞
ヶ
関
Ｃ
Ｃ
）

10
月　

 

人
権
擁
護
大
会　

長

野
（
長
野
Ｃ
Ｃ
）

11
月　

 

民
事
介
入
暴
力
対
策

山
梨
大
会
（
富
士
桜

Ｃ
Ｃ
）

12
月　

 

日
弁
連　

臨
時
総
会

東
京
予
定

１
月　

  

関
弁
連　

地
区
別
懇

談
会　

神
奈
川

３
月　

 

十
県
会　

正
副
委
員

長
会
議　

神
奈
川　

五
会 

交
流
会　

川

越
支
部

　

懇
談
会
系
に
つ
い
て
は
、

各
単
位
会
か
ら
出
た
議
題
に

対
し
て
事
前
に
各
単
位
会
か

ら
回
答
書
を
提
出
し
、
そ
れ

を
当
日
資
料
と
し
て
重
要
な

問
題
に
つ
い
て
口
頭
協
議
を

行
う
。
そ
の
た
め
、
事
前
の

準
備
が
相
当
大
変
で
あ
る
。

　

大
会
・
研
修
会
系
に
つ
い

て
は
、
各
単
位
会
が
実
行
委

員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
て
、

内
容
の
精
査
か
ら
、
会
場
設

営
等
ま
で
を
担
っ
て
い
る
。

来
年
の
１
月
と
３
月
は
、
当

会
が
主
催
会
な
の
で
、
そ
の

準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

唯
一
の
息
抜
き
は
、大
会
・

研
修
会
系
に
伴
っ
て
行
わ
れ

る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
あ
る

（
上
の
括
弧
内
が
開
催
コ
ー

ス
）。

　

私
は
「
外
交
担
当
だ
か

ら
！
」
と
称
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
（
費
用
は
個

人
負
担
で
す
…
）。
写
真
は
、

長
野
Ｃ
Ｃ
で
の
ラ
ウ
ン
ド
時

の
写
真
で
あ
る
。
コ
ー
ス
内

に
リ
ン
ゴ
が
な
っ
て
お
り
、

ラ
ウ
ン
ド
中
に
も
い
で
食
べ

る
と
い
う
プ
チ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
驚
い
た
。

　

さ
て
、
当
会
は
来
年
８
月

に
夏
期
研
修
会
を
担
当
す
る

予
定
で
あ
る
。
会
員
の
協
力

な
く
し
て
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

は
開
催
で
き
な
い
の
で
、
何

と
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
！

副
会
長　

常
磐　

重
雄

理
事
者
室

だ
よ
り

ゴ
ル
フ
は
あ
く
ま
で
お
ま
け
で
す

　

私
は
、
当
会
へ
の
入
会
時

よ
り
、
当
会
執
行
部
に
漠
然

と
し
た
憧
れ
を
抱
い
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
私
が
、
弁
護

士
登
録
６
年
目
に
し
て
初
め

て
、
常
議
員
に
就
任
し
ま
し

た
の
で
、
若
輩
者
の
観
点
か

ら
、若
手
の
会
員
に
向
け
て
、

常
議
員
会
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
若
手
に
と
っ

て
弁
護
士
会
と
は
、
委
員
会

や
法
律
相
談
の
斡
旋
程
度
し

証
言
し
よ
う
と
熊
本
か
ら
列

車
を
乗
り
継
ぎ
、
横
浜
の
裁

判
所
に
行
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

公
判
は
前
日
に
終
わ
り
、
夫

は
絞
首
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て

い
た
。

　

小
林
弘
忠
著
「
私
の
戦
後

が
終
わ
ら
な
い
―
遺
さ
れ
た

Ｂ
級
戦
犯
妻
の
記
録
」（
紀

伊
國
屋
書
店
）１
０
１
頁
は
、

「
15
日
開
廷
と
知
ら
せ
た
が

委
員
の
一
人
が
そ
の
日
出
席

で
き
な
く
な
り
、
変
更
さ
れ

た
」
と
書
く
が
、
今
で
は
信

じ
ら
れ
な
い
話
で
あ
る
。「
裁

判
長
に
会
わ
せ
て
！
」
と
タ

ネ
は
叫
ん
だ
と
い
う
。

　
「
本
当
の
こ
と
を
知
り
た

い
」
と
当
会
に
訴
え
た
タ
ネ

の
問
い
か
け
に
ど
こ
ま
で
答

え
ら
れ
る
か
。
私
た
ち
の
調

査
は
続
く
。

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
全

く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
各
々
の
常
議
員
が
侃
々

諤
々
と
意
見
を
戦
わ
せ
る
姿

に
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
常
議
員

会
は
、
当
会
を
深
く
知
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
の
で
、
是

非
若
手
の
会
員
に
も
常
議
員

会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

　

な
お
、
常
議
員
会
に
て
会

務
に
励
む
執
行
部
の
皆
様
の

姿
を
拝
見
し
、
お
い
そ
れ
と

『
執
行
部
っ
て
か
っ
こ
い

い
！
』
な
ど
と
浅
は
か
な
憧

れ
を
口
に
す
る
の
も
失
礼
な

話
だ
と
考
え
を
改
め
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
無
暗
に

執
行
部
へ
の
憧
れ
を
口
に
出

さ
な
い
よ
う
に
自
重
い
た
し

ま
す
。

常議員会
の い ま

「常議員のすすめ」
会員　楠田　真司（70期）

ー
ス
の
主
軸
、
世
間
の
関
心
は
そ
ち

ら
に
移
る
。

　

大
磯
町
の
事
件
の
裁
判
を
傍
聴
し

な
が
ら
、
こ
の
幾
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
構
図
を
変
え
る
に
は
何

が
必
要
な
の
か
考
え
て
き
た
。
そ
こ

で
偶
然
目
に
し
た
の
が
、
海
外
の
裁

判
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
有
名
俳
優
の
離

婚
に
関
わ
る
訴
訟
で
、
銀
幕
の
中
で

輝
き
を
見
せ
る
彼
が
、
元
妻
と
の
関

係
に
つ
い
て
生
々
し
い
発
言
を
し
て

い
て
、思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
、
映
像
と
音
声
の
持
つ
力

は
文
字
に
勝
る
と
考
え
、
テ
レ
ビ

報
道
に
関
わ
っ
て
い
る
。
同
じ
言

葉
で
も
、
訴
え
る
人
の
表
情
、
声

色
に
よ
っ
て
共
感
の
幅
が
変
わ
る

と
思
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
紹
介
し

た
言
葉
も
そ
う
だ
。
淡
々
と
話
し

て
い
る
の
か
、
涙
な
が
ら
に
話
し

て
い
る
の
か
で
、
そ
の
人
へ
の
印

象
は
１
８
０
度
変
わ
る
だ
ろ
う
。

も
し
裁
判
の
撮
影
が
可
能
に
な
れ

ば
、
事
案
の
背
景
に
あ
る
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
、
と
想
像
し
て
し
ま
う
。

　
（
テ
レ
ビ
朝
日
報
道
局

 

小
古
山　

拓
矢
）

ニ ュ
 ー ス の 先

議
員
会
で
は
会
長
声
明
や
日

弁
連
意
見
照
会
へ
の
答
申
等

の
様
々
な
議
案
を
扱
い
、
弁

護
士
会
が
幅
広
い
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
常
議
員
会
で
は
、

審
議
の
前
に
活
発
な
質
問
意

見
が
出
さ
れ
ま
す
。
常
議
員

会
に
参
加
す
る
前
は
、
基
本

的
に
執
行
部
が
上
程
す
る
議

案
に
対
し
て
、
格
別
緊
張
感

の
な
い
全
会
一
致
の
賛
成
意

見
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か

か
接
点
が
な

く
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の

か
把
握
さ
れ
て

い
る
方
は
多
く

は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
常

（３）

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯　

横
浜
裁
判

連
載

第
17
回

　

本
田
始
の
１
１
１
号
事
件

に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
、
国

会
図
書
館
に
あ
る
Ｈ
ａ
ｊ
ｉ

ｍ
ｅ　

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
の
Ｒ
ｅ

ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
（
再
審
査
）
を
取

り
寄
せ
て
読
ん
で
い
る
。

　

再
審
査
は
、
米
第
８
軍
法

務
部
の
審
査
官
が
、
法
廷
で

言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
相
当
性

を
審
査
す
る
手
続
で
あ
る
。

作
成
日
は
１
９
４
８
年
２
月

19
日
。
判
決
言
渡
は
前
年
の

５
月
14
日
だ
か
ら
、
判
決
か

ら
９
か
月
あ
ま
り
後
に
作
成

さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　

個
人
デ
ー
タ
に
は
「
31
歳

で
妻
が
い
る
」
と
あ
る
。
罪

状
項
目
６
個
の
う
ち
３
個
に

は
、
俘
虜
に
対
す
る
殴
打
に

よ
っ
て
、「
そ
の
死
亡
に
寄

与
し
た
」（
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ

ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ　

ｔ
ｏ　

ｔ

ｈ
ｅ　

ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
）
と
書

か
れ
て
い
る
。
罪
状
項
目
の

書
き
方
に
は
「
死
に
い
た
ら

し
め
た
」（
ｒ
ｅ
ｓ
ｕ
ｌ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ　

ｔ
ｏ　

ｔ
ｈ
ｅ　

ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
）
と
い
う
例
も

あ
り
、
後
者
の
方
に
重
い
刑

を
求
め
る
検
察
側
の
姿
勢
が

示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
も

あ
る
（
大
須
賀
・
Ｍ
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
「
あ
る
日
系
二
世
が

見
た
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
の
裁
判
」

（
草
思
社
）
２
４
３
頁
）。

　

再
審
査
を
読
み
進
む
と
、

６
項
ｃ「
勧
告
」の
中
に
、
被

告
人
に
言
い
渡
す
べ
き
刑
は

重
労
働
25
年
が
相
当
で
あ

り
、
し
か
も
、
被
告
人
が
勾

留
さ
れ
て
い
た
10
か
月
を
更

に
減
刑
す
べ
き
で
あ
る
と
書

か
れ
て
い
た
。
妻
タ
ネ
が
求

め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
更
に
続
け
て
読

む
と
、
こ
の
意
見
は
法
務
部

の
上
司
で
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
部

長
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
て
い

た
。
結
果
と
し
て
、
法
廷
で

言
い
渡
さ
れ
た
絞
首
刑
が
確

定
し
、
４
か
月
あ
ま
り
後
に

執
行
さ
れ
た
。
本
田
の
刑
死

を
回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
横
浜
裁
判
で

は
１
２
３
人
の
絞
首
刑
が
言

い
渡
さ
れ
た
が
、
72
人
が
減

刑
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た
の
は

51
人
で
あ
っ
た
（「
法
廷
の

星
条
旗
」（
日
本
評
論
社
）

21
〜
22
頁
）。
現
場
と
な
っ

た
福
岡
俘
虜
収
容
所
第
一

（
箱
崎
）
分
所
関
係
で
は
所

長
以
下
４
人
が
起
訴
さ
れ
た

が
、
絞
首
刑
を
言
い
渡
さ
れ

た
の
は
本
田
だ
け
で
あ
る
。

　

本
田
は
、
中
国
で
の
戦
闘

で
右
腕
に
重
傷
を
負
い
、
熊

本
の
陸
軍
病
院
に
瀕
死
で
運

び
込
ま
れ
、
重
い
後
遺
症
が

残
っ
て
い
て
、
２
度
目
の
召

集
令
状
が
来
て
も
身
体
検
査

で
は
ね
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ

た
。
そ
の
病
院
の
看
護
婦
を

し
て
い
た
タ
ネ
は
、
法
廷
で

「
本
当
の
こ
と
を
知
り
た
い
」と
い
う

 
妻
の
訴
え
を
受
け
て 

１
１
１
号
事
件
の
調
査

会
員  

間
部　

俊
明

（
後
編
）
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人
の
遺
伝
子
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
社
史
「
４

万
号
の
遺
伝
史
」
を
発
刊
し

た
。
当
会
１
５
０
年
会
史
の

編
纂
に
と
っ
て
も
大
い
に
参

考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
島
崎
友
樹
会
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
後
、
間
部

俊
明
会
員
か
ら
、「
横
浜
弁

護
士
会
史
」
編
纂
以
降
、
平

成
の
司
法
制
度
改
革
を
軸
と

し
て
、
直
近
43
年
間
の
時
代

区
分
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

間
部
会
員
は
、
近
年
、
社

会
の
変
化
が
大
き
く
、
２
０

０
１
年
の
司
法
制
度
改
革
審

議
会
意
見
書
当
時
と
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
お
り
、
弁
護

士
及
び
弁
護
士
会
が
積
極
的

な
社
会
活
動
を
す
る
必
要
が

あ
る
、
司
法
制
度
改
革
を
総

　

８
月
23
日
、
創
立
１
５
０

周
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
外
部
講
師

と
し
て
神
奈
川
新
聞
社
読
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
次

長
佐
藤
奇
平
氏
を
招
い
て
、

当
会
会
館
に
て
「
１
５
０
年

会
史
を
ど
う
描
く
か
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
特
別
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
報
道
部
記
者

と
し
て
社
会
情
勢
を
採
り
上

げ
る
中
、
当
会
の
活
動
も
直

視
し
て
き
た
方
で
あ
る
。
近

年
は
当
会
市
民
会
議
委
員
副

議
長
も
務
め
て
お
り
、
当
会

と
社
会
の
橋
渡
し
役
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

神
奈
川
新
聞
社
は
、
２
０

１
０
年
に
創
業
１
２
０
周
年

を
迎
え
、
県
民
読
者
に
新
聞

括
し
、
司
法
か
ら
見
た
わ
が

国
の
課
題
に
つ
い
て
再
考
す

べ
き
時
期
に
あ
る
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
佐
藤
氏
か
ら
、
弁

護
士
及
び
弁
護
士
会
は
、
県

民
に
寄
り
添
い
、
そ
の
人
権

を
守
る
存
在
で
あ
っ
て
、
県

民
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
こ
と
、
１
５
０

年
会
史
の
読
者
と
し
て
県
民

を
想
定
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
提
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
新
聞
記
事
で

た
ど
る
弁
護
士
と
弁
護
士

会
」
と
題
し
、
記
者
と
し
て

印
象
に
残
る
数
々
の
事
件
が

新
聞
記
事
の
抜
粋
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
た
。

　

坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事

件
、
川
崎
公
害
訴
訟
、
横
浜

事
件
、
米
軍
機
墜
落
事
故
訴

訟
、
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
、

横
浜
教
科
書
訴
訟
、
民
事
介

入
暴
力
事
件
、
消
費
者
被
害

訴
訟
（
コ
コ
山
岡
事
件
）、

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
、
過
労

死
問
題
、
外
国
人
問
題
、
裁

判
員
裁
判
制
度
初
の
死
刑
判

決
、
当
会
活
動
と
し
て
当
番

弁
護
士
制
度
の
創
設
、
被
害

者
支
援
、
過
疎
地
派
遣
等
、

盛
り
沢
山
の
内
容
が
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
当
会
の
課
題
と
し

て
、会
員
数
の
増
加
に
比
し
、

県
民
へ
の
貢
献
度
、
潜
在
的

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る

か
と
の
鋭
い
問
題
提
起
も
示

さ
れ
た
。

　

外
部
か
ら
見
た
当
会
の
歴

史
・
課
題
も
認
識
で
き
、
会

史
編
纂
に
と
っ
て
有
意
義
な

講
演
で
あ
っ
た
。

（
会
員　

爰
地　

紗
佳
）

　

こ
の
度
、
記
者
か
ら
デ
ス

ク
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
記
事
が
な

く
な
り
、
紙
面
構
成
の
大
幅

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

文
字
数
の
大
幅
な
超
過
等
、

取
り
纏
め
作
業
に
四
苦
八
苦
。

デ
ス
ク
の
大
変
さ
が
身
に
染

み
る
次
第
で
す
。

記
者
か
ら
見
た

神
奈
川
県
弁
護
士
会

報
漏
洩
に
は
敏
感
で
あ
る
べ

き
で
す
が
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
お
い
て
も
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
自
然

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
そ
の
背

景
に
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の

学
習
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

学
習
に
は
、
利
用
者
の
入
力

し
た
デ
ー
タ
も
使
用
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す（
な
お
、

開
発
者
の
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ

は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
デ
ー
タ
使
用
ポ

リ
シ
ー
に
て
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
介

し
て
顧
客
か
ら
送
信
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
モ
デ
ル

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
又
は
改
善

す
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て

い
ま
す
）。

　

よ
っ
て
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
、
個
人
情
報
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
他
案
件
の

内
容
に
関
す
る
こ
と
等
、
守

秘
義
務
を
負
う
よ
う
な
秘
匿

性
の
高
い
情
報
の
入
力
も
行

う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
よ
る
情
報
の
流
出
は
、
設

定
に
よ
っ
て
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
Ｓ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」
か

ら
「
Ｄ
ａ
ｔ
ａ　

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ

ｒ
ｏ
ｌ
ｓ
」
を
開
き
、「
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ　

＆　

ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」

を
オ
フ
に
す
る
こ
と
で
、
履

歴
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
学
習
）

機
能
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
上
記
の
危
険
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
次
々

と
提
供
さ
れ
る
昨
今
、
そ
の

一
方
で
生
じ
得
る
リ
ス
ク
に

つ
い
て
も
危
機
意
識
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
本
記

事
が
少
し
で
も
そ
の
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
会
員　

引
田　

大
地
）

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は
、

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
が
開
発
し
た

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
一
つ

で
、
チ
ャ
ッ
ト
を
送
信
す
る

と
、
ま
る
で
人
間
が
書
く
よ

う
な
自
然
な
言
葉
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
チ

ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

従
来
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

と
比
べ
、
よ
り
自
然
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

こ
と
で
話
題
と
な
り
、
現
在

で
は
ブ
ラ
ウ
ザ
で
使
用
す
る

Ｐ
Ｃ
版
や
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
版

の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
ア
プ
リ

の
ほ
か
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ａ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
と
他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な

ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
登

場
に
よ
り
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
利
用
し
た
様
々
な
ア
プ

リ
等
を
見
か
け
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
は
、
職
務
上
、
情

その 41
ＣｈａｔＧＰＴと利用上の注意点

はじめましょう

を

表紙のデザインも多種多様な御朱印帳 　

御
朱
印
と
は
、元
々
は
、

寺
院
で
写
経
を
納
め
た
際

に
発
行
さ
れ
る
証
明
印
で

あ
る
。
現
在
で
は
、
参
拝

の
記
念
と
し
て
、
寺
院
に

限
ら
ず
神
社
で
も
、
気
軽

に
入
手
で
き
る
。
寺
社
や

神
仏
を
表
す
赤
字
の
印

の
上
に
、
墨
書
き
で
寺

社
名
、
神
仏
名
、
日
付

な
ど
を
梵
字
や
漢
字
で

記
載
し
た
形
式
が
一
般

的
で
あ
る
。

　

私
は
、
そ
の
赤
と
黒

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
墨

書
き
の
線
が
か
っ
こ
い

い
！
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
大
学
生
の

頃
か
ら
御
朱
印
を
集
め

て
い
る
。

　

最
近
は
、
多
色
の
絵

入
り
、
刺
繍
入
り
、
切
り
絵

製
な
ど
、
装
飾
性
の
高
い
も

の
も
多
く
、
見
て
い
る
だ
け

で
楽
し
い
。

　

御
朱
印
集
め
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
一

人
で
も
、
家
族
や
友
達
と
も

楽
し
め
て
、
行
く
先
も
、
ご

近
所
さ
ん
か
ら
遠
方
の
観
光

地
ま
で
、
自
由
に
選
べ
る
と

こ
ろ
だ
。
小
さ
な
寺
社
で
も

意
外
と
御
朱
印
を
発
行
し
て

い
る
の
で
、
私
は
よ
く
、
近

所
の
小
さ
な
寺
社
を
散
歩
の

目
的
地
に
し
て
い
る
。

　

当
初
は
、
か
っ
こ
い
い
字

を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
く

の
が
楽
し
か
っ
た
が
、
日
付

と
参
拝
先
が
一
目
で
分
か
る

の
で
、
思
い
出
を
振
り
返
る

ア
イ
テ
ム
と
し
て
も
欠
か
せ

な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

大
学
時
代
、
部
活
の
遠
征

先
で
必
勝
祈
願
を
し
た
際
に

も
ら
っ
た
御
朱
印
を
見
れ

ば
、
結
局
試
合
に
負
け
て
仲

間
と
悔
し
が
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
遠
方
へ
の
出
張
時

に
立
ち
寄
っ
た
お
寺
で
は
、

珍
し
い
チ
ベ
ッ
ト
語
の
御
朱

印
に
出
会
え
て
、
ご
縁
に
感

謝
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
あ

の
人
と
一
緒
だ
っ
た
、
参
拝

帰
り
に
寄
っ
た
店
の
パ
フ
ェ

が
美
味
し
か
っ
た
、
満
開
の

彼
岸
花
の
中
を
歩
い
た
、
急

な
雨
で
御
朱
印
帳
も
濡
れ
た

…
な
ど
な
ど
。

　

現
在
、
御
朱
印
帳
は
６
冊

目
。
こ
れ
か
ら
も
、
御
朱
印

帳
を
片
手
に
、
色
々
な
所
に

出
掛
け
た
い
。

御
朱
印
散
歩

会
員　

溝
口　

歩
実

１
５
０
年
会
史
を
ど
う
描
く
か

　

デ
ス
ク　

青
山　

良
治

　

記　

者　

田
鍋　

智
之

土
居　

久
子

中
込　

竜
司

牧
村　

拓
樹

小
野　

航
平

大
河
内
万
紀
子

岡
田　

忠
智

講演する佐藤奇平氏


